日泰文化会館の建設構想と仏教界 by 大澤 広嗣





























































































































































































国間の文化協定なるものは、我国が大東亜共栄圏内の一国に対し締結した最初の且唯一の文化協定であり、然かもその内容とする所は単なる文化交流の為めといふ 止らず、実に日泰 両国相協力して新たなる東亜文化を興隆せんとする世にも雄大なる構想をば包含し居るものなのである。而してこの大事業を具体的に計画、実施すべき任務を帝国政府から一元的に課せられて生れ出でたるのが我日泰文化会館であり、これ 対し泰国政府は能ふ限りの便宜を供与する旨の公約を与へてゐるのである。　
従つて帝国政府の所見としても本会館の使命達成並に其の事業の遂行は、決戦下の今日一日も忽がせに










































































































































































黒田清（国際文化振興会専務理事、伯爵） 、川村博（日本タイ協会常務理事） 、船田中（前掲） 、米沢


























































































































費　目 政府補助 民間寄附 合　計
1 敷地借料（半ヶ年分） （0,000 ─ （0,000
（ 地均工事費 100,000 ─ 100,000
（ 建設設計図案懸賞募集 （0,000 ─ （0,000
（ 中央会館建築設備費 （00,000 ─ （00,000
5 産業館建築設備費 ─ 1,（50,000 1,（50,000
（ 芸能館建築設備費 （00,000 （00,000 1,000,000
（ 仏教館建築設備費 （00,000 1,（00,000 1,500,000
（ 観光館建築設備費 ─ （00,000 （00,000
（ 日本武道館建築設備費 100,000 150,000 （50,000
10 館長舎宅及迎賓建築設備費 （00,000 ─ （00,000
11 館員舎宅建築設備費 （00,000 ─ （00,000
1（ 社交館及同附属日本館 （00,000 （00,000 （00,000
1（ 庭園及屋外施設荘雑建物費 （00,000 ─ （00,000
1（ 旅費、雑費及予備費 100,000 ─ 100,000





































































































































青木道晃（天台宗宗務総長） 、岡田戒玉（真言宗宗務長） 、瀬木俊明（真言律宗宗務長） 、北川行戒
（律宗執行長） 、里見達雄（浄土宗宗務長） 、岩尾景明（浄土宗西山派宗務長） 、東海裕山（臨済宗宗務総長） 、般林洪川（臨済宗国泰寺派執行長） 、谷口虎山（曹洞宗総務） 、中村弘道（黄檗宗宗務課長） 、本多恵隆（真宗本願寺派執行長） 、大谷瑩潤（真宗大谷派宗務総長） 、谷徳淳（真宗高田派宗務長） 、華園称淳（真宗興正派総務） 、佐々木篤祐（真宗佛光寺派宗務長） 、浅井自観（真宗木辺派宗務長） 、友金重任
−（（−−（（−















































































寺院割 教会割 檀徒割 信徒割 合　計
天 台 宗 （,（10.00 （1（.00 （,（（（.00 （,0（（.（0 （（,（（（.（0
真 言 宗 （（,5（（.00 1,0（0.00 5（,5（（.（0 15,000.00 （（,1（（.（0
真 言 律 宗 1（（.00 1.00 （（5.（0 （,0（1.（0 （,（（（.（0
律 宗 （（.00 1（.00 （（.（0 （0（.（0 （（（.10
浄 土 宗 1（,（10.00 （（5.00 （1,00（.50 （,（（5.（0 5（,（（（.（0
浄 土 宗 西 山 派 （,（50.00 1（0.00 （,（（（.10 1,（1（.（0 （,5（0.（0
臨 済 宗 1（,01（.00 （（.00 1（,（0（.（0 （,（（（.（0 （（,0（（.（0
臨済宗国泰寺派 5（.00 ─ （（.00 （（.（0 1（（.（0
曹 洞 宗 （（,（（（.00 （（5.00 5（,（1（.50 （,1（（.00 （（,11（.50
黄 檗 宗 （（（.00 （.00 （（（.（0 （（（.（0 1,（（（.（0
真 宗 本 願 寺 派 1（,（（（.00 1,0（1.00 5（,（1（.（0 1（,0（（.00 （（,（0（.（0
真 宗 大 谷 派 1（,（（（.00 （（（.00 5（,（（（.50 1（,（（（.（0 （（,（55.（0
真 宗 高 田 派 1,（1（.00 （（.00 1,（1（.00 1（1.（0 （,（（（.（0
真 宗 興 正 派 （1（.00 （5（.00 （（（.（0 （（（.50 1,（1（.（0
真 宗 佛 光 寺 派 （（（.00 （（.00 1,（（5.（0 （（5.（0 （,（（（.50
真 宗 木 辺 派 10（.00 1（（.00 1（5.（0 （（（.50 （00.10
真 宗 出 雲 路 派 （（.00 （1.00 15（.00 15.10 （（1.10
真 宗 山 元 派 （（.00 （1.00 （（.00 1（（.（0 （（（.（0
真 宗 誠 照 派 （0.00 11.00 （0（.（0 15（.（0 5（（.10
真 宗 三 門 徒 派 （0.00 （（.00 （（.（0 51.50 （（（.10
日 蓮 宗 （,（1（.00 （（0.00 1（,（（（.（0 1（,（55.00 （（,（（（.（0
日 蓮 正 宗 150.00 （（.00 （（（.00 （0（.（0 （（（.（0
法 華 宗 1,1（0.00 5（1.00 （,（（（.（0 1,（（（.00 （,（51.（0
本 化 正 宗 （.00 （0.00 ─ 150.（0 1（（.（0
時 宗 （（（.00 （.00 （,（（5.（0 555.50 （,（（（.（0
融 通 念 佛 宗 （（0.00 0.00 （5（.（0 1（（.50 1,5（0.（0
法 相 宗 （（.00 （（.00 （.（0 1（（.（0 （（0.（0
華 厳 宗 （（.00 （（.00 100.00 （（（.50 （（（.50
合　計 1（（,（（（.00 （,5（1.00 （（（,5（（.（0 （（,（（（.（0 5（1,（（（.50
−（（−−（5−









































連帯を目指す象徴的な建造物となることを想定し 。大乗 と上座仏教とでは戒律に大きな違いがあるとは言え、共栄圏建設のために、釈尊 帰一する同じ仏教徒であることが強調された。日本仏教が主導 ることを前提として、仏教建築の建立 って、その連帯を可視化させよう したのである 泰 会館の仏教館に五重塔を併設しようとしたことが象徴的である。なぜなら五重塔は 教 発祥したインドの仏塔ストゥーパ 由来し、タイの仏塔チェディも同じ起源であるが、起源は同じでも、様式が大きく異なる日本仏教の文化様式をそのまま南方に移出した である。　
おわりに、会館のその後を紹介して本論を終える。敗戦から長い時間が過ぎた一九九八（平成一〇）年九月




























1） 主な先行研究は、市川健二郎「日泰文化協定をめぐる異文化摩擦」 （ 『大正大学研究紀要
　
人間学部・文学部』第七九号、大正








対主義と「 東亜共栄圏」 」 （ 『音楽芸術運営研究』第三号、昭和音楽大学音楽芸術運営研究所、二〇一〇年） 、同「柳沢健の一九四〇年代タイにおける事績─柳沢健研究
　
二」 （ 『音楽芸術運営研究』第四号、同、二〇一一年） 。加納寛「一九四二年日
泰文化協定をめぐる文化交流と文化政策」 （ 『愛知大学国際問題研究所紀要』第一一五号、愛知大学国際問題研究所、二〇〇一年） 、同「戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面─ 『日泰文化』刊行をめぐって」 （ 『中国
（1』第三一号、愛知大学現代中













（一） 「仏教館建設期成後援会（案） 」 。 （二） 「 〔柳沢健と石丸優三から安田力宛の招待会出席依頼状、一九四三年七月二八日大東亜会館開催〕 」 。 （三） 「七月廿八日招待会出席者芳名
　
於大東亜会館」 。 （四） 「日泰文化会館建設事業後援会実行委員会第一
回会合〔打合会〕報告」 。 （五） 「建設経費総額」 。 （六） 「山本〔熊一、大東亜〕次官挨拶
　〔八月〕五日正午帝国ホテル」 。 （七）
「松村〔光磨、東京都〕次長挨拶要旨」 。 八 「日泰文化会館建設事業後援会実行委員」 。 （九） 「日泰文化会館建設事業後援会実行委員 第二回打合会 一〇） 「日泰文化会館建設事業後援会実行委員会第三回打合会報告」 。 （一一） 「日泰文化会館建設事業後援 実行委員 第四回打合会報告」 。 （一二） 「日泰文化会館建設事業後援会実行委員会第五回打合会報告」 。 （一三）「興亜仏教文化事業建設資金募集要項（案） 」 。 （一四 資金勧募要項
　
地区別会合」 。 （一五） 「日泰文化会館
建設資金勧募依頼額
　






敷地図及附近略図」 。 （一八） 「在バンコツク日本文化会館建築設計図案懸賞募
集
　
参考平面略計画及配置案」 。 （一九） 「配置図」 。 （二〇） 「日本文化会館
　
仏教館並日本武道館」 。 （二一） 「同会館
　
館長舎
宅」 。 （二二） 「同会館
　
館員舎宅並雑建物」 。 （二三） 「同会館
　




















5） 吉田孝一「日泰文化協定成立と宗教」 （ 『中外日報』第一三〇〇〇号、中外日報社、一九四二年一二月二三日） 、二面。
（
（） 無署名記事「協定の真精神活かすことに努力／文部省吉田宗教課長談」 （ 『中外日報』第一三〇〇一号、一九四二年一 月二四日） 、二面。
（
（） 額彦四郎「日泰文化会館 使命」 （ 『日本語』第四巻第五号、日本語教育振興会 一九四四年） 、五三頁。
（


















1（） 無署名記事「タイに日本文化会館」 （ 『財団法人日本タイ協会々報』第二八号、財団法人日本タイ協会、一九四二年） 九二─九三頁。出典は『東京日 新聞』一九四 年三月二七日。
　
 
『財団法人日本タイ協会々報』は、村嶋英治・吉田千之輔編『戦前の財団法人日本タイ協会会報集成解題』 （研究資料シリーズ第四号、早稲田大学アジア太 洋研究センター、二〇 三年）の附属ＤＶＤに収録された会報の電子化復刻版から参照した。当該資料を提供した公益財団法人 本タイ協 の事務局には、御礼を申し上げる。
（
15） 無署名記事「日タイ文化会館候補地」 （ 『財団法人日本タイ協会々報』第三〇号、一九四二年） 八九頁。出典は同盟通信によるバンコク発の配信、一九四二年七月一七 。
（
1（） 無署名記事「日泰文化会館と改称」 （ 『朝 新聞』第二〇四 七号、朝日新聞社東京本社、一九四三年二月四日） 、二面。
（
1（） 無署名記事「日泰文化会館と大図書館 財団法人日本タイ協会々報』第三四号、財団法人日本タイ協会、一九四三年八二頁。出典は朝日新聞特派員によるバンコク発の配信 九 三年四月一五日。
（
1（） 無署名記事「日泰文化会館近く着工／盤谷に一きわ目立つ仏教館」 （ 『中外日報』第一三一四五号、一九四三年六月一九日） 、二頁。
（
1（） 無署名記事「日泰文化会館陣容決定す」 （ 『朝日新聞』第二〇五五五号、朝 新聞社東京本社 一九四三年六月一三日 三面。
−（0−−（1−
（（0） 無署名記事「日泰文化協定成立一周年記念祝賀の夕」 （ 『国際文化』第二九号、国際文化振興会、一九四四年） 、六一頁。
（




（（） 無署名記事「協会事務所」 （ 『財団法人日本タイ協会々報』第四三号、一九四六年） 、一二頁。
（




（（） 書類「日泰文化会館建設事業後援 実行委員」 （浄土宗 本山増上寺蔵） 。
（










（0） 〔日泰文化会館編〕 『在盤谷日本文化会館建築設計図案懸賞募集規程』 （日泰文化会館、 〔一九四三年〕 ） 、七、一三─一五頁（東京都公文書館蔵） 。
（
（1） 前掲、倉方俊輔 日泰文化会館設計競技の経緯について」 、三八三頁。
（
（（） 丹下健三『一本の鉛筆から』 （日本経済新聞社、一 八五年） 、四四
（
（（） 前掲、倉方俊輔「日泰文化会館設計競技の経緯 ついて」 、三八四頁。
（


















（（） 書類「建設経費総額」 （浄土宗大本山増上寺蔵） 。引用に際して数字の誤植は修正した。
（




柳沢健氏歓迎会」 （ 『海外仏教事情』第九巻第三号、一九四三年） 、四五─四六頁。歓迎
会の出席者は、来賓側は柳沢健、鈴木大拙、石丸優三 和田助一、 五十嵐智昭。国際仏教協会側は、理事の木村日紀、立花俊道、宇野円空、山本快竜 主事の吉水十果、調査部長の中島関爾、研究員の岡本貫瑩、安永弁哲。
（




一」 （ 『中外日報』第一三一九二号、一九四三年八月一三日） 、一面。
　
 




五」 （ 『中外日報』第一三一九六号、一九四三年八月一八日） 、一面。
（


















（（） 前掲、無署名記事 日泰文化会館近く着工／盤谷一きわ目立つ仏教館」 、二面。
（
（（） 書類「仏教館建設期成後援会（案） 」 （浄土宗大本山増上寺蔵） 。
（
（（） 書類「七月廿八日招待会出席者」 （浄土宗大本山増上寺蔵） 。
（
（（） 書類「興亜仏教文化事業建設資金募集要項（案） 」 （浄土宗大本山増上寺蔵） 。
（
50） 岸本昌也 日タイ「宗教」外交の展開─昭和十八年仏舎利奉遷をめぐって」 （近代日本研究会編『年報・近代日本研究』第一七号、山川出版社、一九九五年） 。
（
51） 無署名記事「大日本仏教会／日泰会館建設へ協力／戦時僧侶勤労動員その他／緊急協議会開く」 （ 『中外日報』第一三三四六号、一九四四年二月一九日） 二面。
（




昭和十九年度歳入歳出予算」 （ 『真言宗報』第三三号、真言宗宗務所、一九四四年） 、六頁。
（
5（） 無署名記事 資金／浄宗は六万五千円」 （ 『中外日報』第一三三五九号、一九四四年三月五日） 、二面。
（
55） 無署名記事「仏教館建設で近畿地区協議」 （ 『中 日報』第一三三七八号、一九四四年三月二九日 、二面
（




5（） 公告「法人の所在不明理事への申出の催告」 （ 『官報』第二四七二号、大蔵省印刷局 九八 九 四 一 頁。
（
5（） 公告「法人設立許可取消処分公告」 （ 『官報』第二五九一号 一 九九年三月二四日） 、一五頁。なお前掲の『官報』第二四七二号では 財団法人日泰文化会館の主たる事務所は「東京都赤坂区溜池町五番地」で、本号では「東京都赤坂区榎坂町二番地」とある。外務省が法人の解散手続きを進めた際に、財団の設立後に主たる事務所の移転を確認したた 、住所が訂正されたのである。
 
（文化庁文化部宗務課専門職）
−（（−−（（−
